
令和６年度 学校経営計画表

１ 学校の現況
学校番号 17 学校名 茨城県立水戸第三高等学校 課程 全日制 学校長名 南雲 康司
副校長名 荒井 智則 教頭名 矢野 賢 主査兼事務長名 長谷川 達也
教職員数 教諭 55 養護 １ 常勤 ４ 非常勤 47 実習 １ 事務 ４ 技術 ２ 計 114

教諭 講師 講師 助手 職員 職等
小学科 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 合 計 合計クラス数

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
生徒数 普通科 32 209 11 223 2 227 － － 45 659 18

家政科 ０ 40 ２ 37 ０ 36 － － ２ 113 ３
音楽科 ３ 11 ３ 11 3 １ － － 9 23 ３

２ 目指す学校像
三高プライドを持ち、未来の社会を担うことができる人財を育成する学校
※三高プライド…三高スタンダード（これからの時代を生きる人間として「身に付けさせたい５つの力」：知力・知識力、思考力・探究力、協働力、

コミュニケーション力、自己実現力）を身に付け、何事にも主体的に取り組み、他者と共生できるしなやかな心

３ 三つの方針（スクール･ポリシー）
○三高プライドを持ち、未来の社会を担うことができる人財の育成

育成を目指す資質・能力に関する方針
※「三高プライド」とは、三高スタンダードを身に付け、何事にも主体的に取り組み、他者と共生できる

（グラデュエーション・ポリシー） しなやかな心のこと
※「三高スタンダード」とは、これからの時代を生きる人間として「身に付けさせたい５つの力」のこと
①知力･知識力 ②思考力･探究力 ③協働力 ④コミュニケーション力 ⑤自己実現力

教育課程の編成及び実施に関する方針 ○カリキュラム・マネジメントの充実

（カリキュラム・ポリシー） ○創意工夫を生かした特色ある教育活動の推進
○学科の特徴を生かしたカリキュラム開発

入学者の受入れに関する方針 ○学習活動、学校行事、生徒会活動や部活動などに、他者と協働して主体的に取り組む生徒

（アドミッション・ポリシー） ○自分の進路実現を目指し、継続的に努力する生徒
○学科の特性に応じた教育活動に対して、積極的に取り組む生徒

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。）
項 目 現 状 分 析 課 題

・多くの生徒が真摯に授業に取り組んでおり学習態度は概ね良好であ ・学習指導の改善についてさらに研究を深め、学習に主体的に取

学 習 指 導 るが、家庭学習の一層の充実が課題である。 り組む態度を育成する指導を充実する。
・主体的に学習に取り組んで成果を上げる生徒がいる一方、学習習慣 ・探究型学習を取り入れた授業実践や評価の在り方についてさら
と十分な学力の定着に課題の見られる生徒もいる。 に研究を深める。
・入学後の進路希望調査では約80%の生徒が４年制大学を希望してい ・生徒の多様な進路希望を実現させる指導を研究し、進路指導の
るが、卒業段階では専門学校や就職など進路希望は多岐に渡る。 一層の充実を図る。

進 路 指 導 ・目的意識が高く主体的に学習に取り組むことで入学当初の進路目標 ・生徒が文武両道を実現できる学習環境づくりを充実する。
を実現する生徒がいる一方、目的意識が希薄なまま十分な学力が定着 ・進路情報の提供を充実させ、進路意識の高揚を図る。
せず、自己の現状に合わせる形で進路を決定する生徒もいる。
・規範意識に欠ける生徒が若干見受けられる。 ・ますます多様化する生徒の指導について、分掌間の連携を含め

生 徒 指 導 ・学校全体としての指導の方向性に対し、個人の認識、実践において た支援体制の充実を図る。
差が見られる場合がある。 ・指導の観点を共有した生徒指導の充実を図る。
・学校行事等への取り組みは概ね良好であるが、部活動については、 ・「文武両道」をふまえた学習と諸活動の在り方について検討し、

特 別 活 動 参加生徒数が減少する傾向が続いている。 生徒が両道を追える体制づくりを検討し実現する。



項 目 現 状 分 析 課 題
働き方 改革 「月平均 45時間超過者割合」は 32.2％、「月平均 80時間超過者割合」 働き方改革に向けた意識の改革と、削減や縮減可能な業務の検討

は 6.3 ％と、いずれも県全体平均よりも多い。早朝や放課後の課外指 を行い、超過勤務時間の削減に結びつける。
導や学習支援及び教材研究、週休日･休日の部活動指導等、生徒の為
にと勤務時間外の活動が多くなっていることが原因であると考えられ
る。

５ 中期的目標
１ 進路希望が実現できる学力を身に付けさせるため、主体的で対話的な深い学びを喚起する授業の実践や教育課程等々、各教科と連携・調整を行う。
２ 生徒の進路目標実現を見据えたキャリア教育を充実する。
３ 「水戸三高らしさ」の良き伝統を継承するため、自主的・自立的な生活態度を育成する。
４ 健やかな心身と生きる力を育成するため、部活動や学校行事等を活性化する。
５ 開かれた学校づくりを推進するため、保護者や地域等との連携を強化する。
６ 教職員の働き方改革に向け、意識改革並びに縮減や削減可能な業務の検討等をとおして、超過勤務時間の削減を図る。

６ 本年度の重点目標
重 点 項 目 重 点 目 標

・自ら学び、自ら考え、自ら探究する力を育 ①主体的に学習に取り組む態度の育成を目指し、自ら学ぶ姿勢を育む指導に努める。
む指導 ②校内研修を充実させ、授業改善の意識を高揚し授業力向上を図る。

・大学や企業等との連携を進め、広い視野で ③生徒の進路希望を実現できるカリキュラムの検討を進める。
物事を考える力を育む指導

・高い志の育成を図り、主体的に自己の進路 ④生徒の学力に応じたきめ細かい進学課外の充実を図ることで、学習意欲を喚起し進路実現に結びつける。
目標を設定させる指導 ⑤進路だよりを定期的に発行し外部情報や本校の取り組みを丁寧に知らせることにより、進路意識の高揚を図る。

・生徒が設定した進路目標を実現する指導 ⑥インターンシップや近隣教育機関と交流する機会を数多く設けるなど、地域との関わりを深めることにより望
ましい職業観・勤労観を育む。

・主体的に良識ある行動ができる生徒を育む ⑦基本的な生活習慣を確立させる。
指導 ⑧校則・ルールの意義を理解して主体的に良識ある行動及び落ち着いた生活環境づくりができる生徒を育成

・社会人として守るべき基本的なルールやマ するため、分掌・学年及び生徒会等と協働し、全教職員による継続した指導・支援を図る。内規・校則・ル
ナーについての指導を、全教職員が継続的 ール、指導手順等の整備・見直しを行い、新任者でも指導しやすい環境を整える。
に実施

・限られた時間の中で、特別活動や部活動に ⑨文武両道の実現に向け、学習と部活動の両立及び進路実現を可能にする環境を構築する。
主体的に取り組ませる指導 ⑩部活動に主体的に取り組む姿勢を育み、各大会での上位入賞を目指す。

・特別活動や部活動を充実させ、個性を尊重 ⑪生徒が特別活動の意義を理解し、ホームルーム、生徒会活動、学校行事等の活性化に努める。特別活動におい
し互いを高め合う集団づくり てキャリア・パスポートを活用する。

・男子生徒入学者数の増加に向けて、継続的 ⑫学校ホームページや学校案内等を活用し、本校の特色、取組み、成果等最新の学校情報を生徒、保護者、県民
な募集・広報活動の推進と展開 に積極的かつ適切に発信し、募集・広報活動を活性化する。

・学校教育活動への理解と協力促進 ⑬男子生徒入学者数増加に向けた広報リーフレットを作成し、近隣中学校や学習塾等への訪問や広報活動を展開
する。
⑭学校説明会、学校公開、体験レッスン等の機会を活用し、中学生、保護者、県民等に向けて、教育活動全般を
説明するとともに、特色ある専門学科に特化した情報発 信にも努め、専門教育への理解の深化を図る。
⑮教育委員会ホームページの活用や報道機関への記事提供を積極的に行う。
⑯学年通信や学級通信などを積極的に発行し、学校生活の状況を保護者に伝え、本校の教育活動への理解・協力
を促す。

・教職員の働き方改革の推進 ⑰教員の働き方改革に向け意識改革並びに削減可能な業務の検討等を行い、昨年度より平均月超過勤務時間１時
間以上の削減を目指す。

・組織的な授業改善の推進 ⑱生徒による授業評価で､「授業を通して分からなかったことが分かるようになった」の項目が３ポイント以上を
目指す。
⑲生徒による授業評価において､教え方の工夫（ICT）の各項目が３ポイント以上を目指す。
⑳生徒による授業評価において､「授業満足度」の項目が３ポイント以上を目指す。


